
  

教育目標 やさしく(思いやりのある子) かしこく(深く考える子) たくましく(ねばり強い子) 

 

特別支援教育の充実 一人一人の教育的ニーズを踏まえ、可能性と個性を伸ばす教育を推進する。 

・個別の支援計画等の実践・評価のサイクル化 ・交流学習の充実 ・校内委員会・教育支援の充実 

・授業のユニバーサルデザイン化 ・合理的配慮の充実 ・個別最適な学びの推進 

＊ＳＣ・ＳＳＷ、医療機関、関係機関等と連携を図った各種検査の実施・分析と支援体制の充実 

思 い や り の あ る 子 深 く 考 え る 子 ね ば り 強 い 子 

                                                                                                   
 
 
 
 
 
 
  
 
 

                                       
  
 

 
 

                                                                         

                 
 

    
 
 
                                                                                
                       

 
   
                                            

 
   

       ～居場所づくり・絆づくり～           ～授業で人づくり～            ～生きる基盤づくり～ 

    
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈学校経営の理念と方針〉『人は人の中で人となる』 
「認めて褒めて励まして信じて待って見届ける」を基本姿勢に謙虚に誠意を

もって全ての児童を温かく導き、「子供を第一に」の下、生きる力を育む。 
〈本年度の重点目標〉 

自分も相手も大切に～人と関わり合う力を育もう～ 

〈目指す学校像〉 

「明日が楽しみになる学校」 

１ 誰にも居場所があり、幸せになれる学校 

２ 笑顔が循環し、教職員も幸せになれる学校 

３ 家庭や地域とともに歩み、信頼される学校 

〈努力目標〉 

(1) 規律と温かい交流のある学級集団づくり 

 や実践的・体験的な活動をとおして、一人 

  一人の自己肯定感や自己有用感を育む。 

(2) 基本的な生活習慣、礼儀、公徳や規範意 

  識、情報モラルの醸成を図る。 

(3) 自他の生命や人権を尊重し、公共物を大 

 切に使おうとする態度を育てる。 

(4) 進んで人の役に立ち、自分の仕事や役割  

 に誠実に取り組もうとする態度を育てる。 

〈努力目標〉 

(1) 基礎的・基本的な知識・技能を確実 

 に習得させる。 

(2) 主体的・対話的で深い学びを目指して、 

 思考力・判断力・表現力を育成する。 

(3) 習得した知識・技能を活用して、自ら 

 考えたり表現したり、自身の学習を調整 

  し、粘り強く学ぶ態度を育む。 

〈主な具体策〉 

①多様性を認め合い、支え合える学級集団づくり 

 ●職員同士の支え合いと、余裕をもって一人一 

  人の児童の心に寄り添うことの徹底 

●Ｑ－Ｕの効果的活用（学年チームでの実態把

握・方策・実践・評価のＰＤＣＡサイクル） 

●支援ニーズの共有といじめ未然防止の徹底

●教育相談や学業指導の充実 

●意図的な遊びやグループワークの実践、学 

 級づくりの時間での計画的な仲間づくり 

●自主的な係や当番活動での協働と絆づくり 

②学校行事等の工夫・改善 

 ●目的の明確化、効果的な事前指導・振り返り、 

  関連する活動の充実など、学年で共有・協働 

●全校体制による絆を深める異年齢集団活動

（清掃、ハッピースマイル集会、なかよしタ 

 イム、６年生を送る会等） 

③基本的な生活習慣の育成 

●生活のきまりや生活目標の適切で効果的な指導 

●あいさつ・返事・靴揃えの定着  

●ノーテレビ・ノーゲーム・ノーネット週間の 

実施（家庭のルール・フィルタリング等、早

寝・早起き・しっかり朝ご飯の啓発） 

●ネット・ゲーム依存予防のための支援の充実

と情報モラル教育の確実な実施 

④豊かな心を育む教育活動の充実 

●教育活動全体で関連を図って進める道徳教

育と道徳科の授業の工夫・改善 

●心を育てる論語教育の推進 

〈主な具体策〉※学校課題研究と関連 

①基礎的・基本的な学習内容の習得 

 ●わかる喜び、できる嬉しさ、学び合う楽し 

  さを実感できる授業：ねらいの提示、導入 

  と振り返りの工夫、学習評価の充実など 

●ねらいに迫るための効果的なＩＣＴ活用 

・ＧＩＧＡ端末の効果的・効率的活用 

・ＩＣＴ、デジタル教科書・音声ペン付き

教科書、ＡＩドリルの活用 

 ●個別最適な学びや発展課題の充実 

 ●アセスメント(МIМ・МACS)と個に応じた 

  補充学習の循環確立 

・全校体制によるベリータイムの充実 

・系統的・発展的な教材、指導方法の確立 

●学習の約束の徹底(机上整理、姿勢、話し 

 方・聞き方等学び合いの仕方) 

②考える力や豊かな表現力の育成 

 ●学習の目的、場面に応じて、意図的に取り 

  入れる言語活動の充実 

●わかりやすく話し、書き、伝え合う力の育 

成と、考えを広め、深める学び方の習得 

●読書の充実：必読図書選定、町図書館の利 

  用推進、読書習慣（家読、感想）の定着化 

 ●専科教員を生かした外国語教育の充実 

③主体的な態度の育成 

●調べ学習や協同学習による学び合いの充実 

  ●主体的・対話的で深い学びを目指して、 

  生きて働く力、学び続ける力の獲得 

  ●家庭学習(宿題、自主学習、読書)の習慣化 
 

計画(P)・実践(D)・評価(C)・改善(A)のサイクルによる組織的なカリキュラムマネジメントと業務改善 

壬 生 町 の 学 校 教 育 

・学力向上１２施策 ・不登校改善１２施策 

下都賀地区学校教育の重点 栃木県教育振興基本計画 

〈主な具体策〉 

①基礎的な体力の向上 

 ●運動量豊富で充実感のある体育授業づくり 

 ●新体力テストの分析や児童の特性・実態に 

    応じた体力づくりの実施 

●委員会活動や教職員による児童主体の外遊

びやスポーツ活動の奨励 

●学級づくりの時間やロングの昼休みの活用

と工夫 

 ●ボルダリング設備有効活用の工夫 

②健康教育の充実 

 ●健康に関する生活習慣の定着・実践力育成 

(感染症や熱中症予防のための行動、生活リ

ズムの習慣化、衛生習慣の励行) 

●生命や人権、多様性を大切にする性に関す

る指導の充実、薬物乱用防止教室の実施 

③食育指導の充実 

 ●食に関する指導の充実：食べる量、栄養の 

  バランス、食べ方、食事のマナー等の習慣 

  づくり、知識・技能と実践力の育成 

④安全指導の充実 

●情報安全に関する授業の系統的・継続的な

実践 

●登下校時や生活の中の安全指導の徹底 

●保護者や地域と連携した登下校見守りの充実 

●交通安全の徹底(自転車ヘルメット着用) 

●命を守る避難訓練の充実 

・災害・不審者等多様な危機への対応 

・予告無しの実践的な訓練 

〈努力目標〉 

(1) 体育や体力づくり、スポーツ活動を工 

  夫・充実させ、体力、根気や運動の意欲 

 を育てる。 

(2) 健康の保持増進やよりよい生活を主   

  体的に築いていく実践力を育てる。 

(3) 自他の安全に気を付け、自ら判断し   

  て、命を守る行動ができる実践力を育て 

 る。 

 

保 護 者 の 願 い 

地 域 の 願 い 

 

教職員の願い 

児 童 の 実 態 

 

   

令和 7 年度  壬生町立壬生小学校グランドデザイン 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール） 
学校と地域（保護者を含む）が連携・協働し、

地域の教育資源を生かして、子供たちの教育

を充実させる。学校が地域の発展に寄与する。 

努 力 目 標 と 主 な 具 体 策 

〈目指す教職員像〉 

・自らを高めるために、絶えず学び

続ける教職員 

・子供の人権を守り寄り添う教職員 

・子供のよさを引き出し、主体的に

活動させる教職員 

・同僚を支え合える教職員 

 

〈目指す児童像〉 

・多様性を認め合い支え合える子供 

・郷土を愛し、礼儀正しい子供 

・主体的に学習に取り組む子供 

・学ぶ楽しさを味わい、自分らしく

表現できる子供 

・運動に進んで取り組む子供 

・自分の健康安全を守る子供 

 



  

 


